
科目名 外国語演習Ⅳ　(Seminar in English　Ⅳ)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　浅原　京子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

前半は、テキストに沿って講義・演習を実施し、海外での様々な場面で自信を持って基礎的な意思疎通
ができるようになることを目標とする。後半は、プレゼンテーションに関する講義と作成・発表を行い、プ
レゼンテーションを行う基礎的な能力を身につけることを目標とする。
①各Unitの重要語彙・表現を理解し、話したり書いたりして場面に応じて適切に利用することができる。
②各Unitの場面や話題に沿った会話や説明を聴いたり読んだりして、内容に関する質問に答えることが
できる。
③指定された題目で独自のプレゼンテーションを作成し、発表することができる。

第4学年 経営情報学科 学修 1 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて80％以上
適切に利用することがで
きる。

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて70％以上
適切に利用することがで
きる。

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて60％以上
適切に利用することがで
きる。

重要語彙・表現を理解
し、話したり書いたりして
場面に応じて60％以上
適切に利用することがで
きない。

到達目標
②

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に80％以上答えることが
できる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に70％以上答えることが
できる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に60％以上答えることが
できる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴き
とり、内容に関する質問
に60％以上答えることが
できない。

到達目標
③

指定された題目で独自
のプレゼンテーションを
作成し、指定の分量で表
現の誤りがほとんどなく
堂々と流暢に発表きる。

指定された題目で独自
のプレゼンテーションを
作成し、指定の分量で表
現の誤りが少なく聞き取
りやすい発音で発表でき
る。

指定された題目で独自
のプレゼンテーションを
作成し、指定の分量で最
低限理解できる表現で最
低限聞き取れる発音で
発表できる。

指定された題目で独自
のプレゼンテーションを
作成し、指定の分量で最
低限理解できる表現で最
低限聞き取れる発音で
発表できない。

学習・教育到達目標 (G) JABEE基準１（２） (f)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
課題
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 35 25 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【コミュニケーションスキル、情
報収集・活用・発信力】

○

態度・志向性(人間力)
【主体性、自己管理力】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 外国語演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、英語表現Ⅳ

教科書 『Communicate Abroad - Essential English for Travel and Study』（センゲージ・ラーニング）

補助教材等 辞書、配布プリント

学　習　上　の　留　意　点

・教科書・ノート・英和辞書を毎回必ず持参すること。
・授業中は積極的に参加すること（音読、ノートテイクやペアワーク、練習問題など）。
・予習をして授業に臨むこと。
・辞書等を使って復習すること（理解できたか確認。練習問題で実践など）。
・音声ファイル（無料）をダウンロードして自学自習に活用すること。
・発表課題の内容や時期等は別途指示する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

若い頃は学習の定着が早いので効率が良い。学生のうちにできること知っていることを増やしておきましょう。
・知らない音は聞きにくい、発音しにくい←音とつづりを確認してから発音練習、音読筆写で練習しましょう。
・読めない語句は覚えにくい←音とつづりを確認して発音練習、音読筆写で練習しましょう。
・意味を知らないと覚えにくい←単語を辞書で引いて品詞や文脈から適切な意味を選び取る能力を伸ばしましょう。
・文法/構文でつまづきがあると文の意味が分かりにくい←参考書や辞書の説明を参照して理解応用する能力を伸ばしましょう。
・文脈が分からないと意味が分かりにくい←文脈から理解する力が重要（どんな場面か、会話か文章か、記事か論説文か）。一般知
識があれば推測できる場合も多いので、現代社会や歴史、科学などの常識力も味方につけましょう。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入：概要説明
Unit 7
What Should I Talk about?

授業の概要を知る。
英作文のポイントを知る。

次回の授業の予習

Unit 10：I Lost My Passport
・Losing something
・Valuable possessions

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 11：I Need to Go to Hospital
・Going to a clinic or hospital
・Health advice

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 8：I Feel Homesick
・Missing Japan
・Dealing with homesickness

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 9：How Do I Order Food?
・Ordering and paying in a restaurant

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

試験返却・振り返り
プレゼンテーション演習に関する概要説
明

中間試験で間違った個所や苦手な個所を復習する。
プレゼンテーション演習の流れを知る。
基礎的なプレゼンテーションの構成を知る。

前回の復習と次回の授業
の予習。

中間試験

Unit 12：I Don't Want to Leave
・Preparing to return to Japan
・Benefits of going abroad

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Review 中間試験に向けて総復習を行う。 中間試験の準備

プレゼンテーション演習③ 発表をする、または、他の学生のプレゼンテーショ
ンを見て評価する。

前回の復習と次回の授業
の予習。

プレゼンテーション演習④ 発表をする、または、他の学生のプレゼンテーショ
ンを見て評価する。

前回の復習と次回の授業
の予習。

プレゼンテーション演習① 原稿作成時の留意点を知る。
発表時の留意点を知る。

前回の復習と次回の授業
の予習。

プレゼンテーション演習② モデルプレゼンテーションを見て評価する。
原稿を書く。

前回の復習と次回の授業
の予習。

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

Review 期末試験に向けて総復習を行う。 期末試験の準備

試験返却・振り返り
前期のまとめ

期末試験で間違った個所や苦手な項目を復習す
る。

期末試験


